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自然はいつも　その富を傾けて

青々の心を豊かに潤してくれる。

健全にして複利たる知慧と

明朗快活を真理がそこにある。

五月の禄の謀を挑めた一つの感動さえも

人生につhて　道徳について

古今の望者が教えるよ　り　も

多　くのことを君は教えてくれる。

（ワーズワスの詩より）
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「㍉琴蘭」創刊に寄せて

顧　問　前　　田　正　義

我が校の象徴として，校章・校旗・校歌に濁しまれている寒蘭の花，その「寒廟」窮一号が，こ

のたび本校生物部の部誌として発刊されることになりました。

古の歴史を語る虎居城跡の地，宮之城の街々，水盤か釧l内川の迂回を下に桃払紫尾の連山を指

呼に望む景勝の地に，宮之城高佼として分娩独立して3年凱漸次，施設・設備も充実，発展し

つつあるとき，ここに文化部活動の一端として部誌を発刊する機会を得たことを部員の生徒諸君と

共によろこび，意義あるものにしたい。

寒蘭はシ∵ンビデぇ－ム属の蘭科植物であり，東洋廟の一種であるが，両支部から台湾；琉球およ

び我が国の南部に自生している。我が国で古くから知られている産地は，鹿児島凰宮崎妹，、高知

県を中心として西は熊本県の天草，長崎県練早地方対島に及び東は和歌山鬼から三重県の南鮎に

及んでいる。その中で薩摩寒蘭（柴屠寒紡）は蘇岸山系連山一帯から弄するものを中心として．庭

塵郡．出水君払伊佐君臨姶良君臣一帯に広く分布している。

今日では乱嫁されて，自生の大株を見付けることは仲々困灘である。

校章として寒靖の花が決定する由来について「宮之城の象徴，惑峰紫ノも紫電の象徴，自生寒蘭

を以ってす。寒蘭の擾美にして毅然，蘭花高尚にして穣亀しかも花開くの時正に厳寒なり。この

花姿を難苦を越えて，天賦の才能を練磨顕現すべき学徒の本文に袈カ，校章となす」と二ノ方佼長

は績んで居られます。

寒庭の美は西洋蘭の華美とは対照的に，蘭の菜姿，花色，托型，穣郁たる芳香などから渾然とし

て生ずるほのかを静寂の美であり，日本人の趣味にはよりぴったりあてはまるもので，特に山草を

愛する人ならば，寒蘭に心を率かれないではいられないだろう。

この寒蘭の花にも似て，広く親しまれ，より気高く難雑を越えて，この部誌が発展することを祈

念してやみません。

－1－



ダイコンのホルモン処理

による発芽生長実験

大野健一

実験目白勺

轍物の成長の促進，発芽の促進，発根の促進などには「オーキシン」と総称されている成長ホル

モンが大きく影車Lで，！ゝる。しかしその′蔵物の戊等ホルモンの濃度によって接，逆にこれらを胞嘗

㌻る場合もある。ここではイン′ドール酢酸を鳴いて，濾境やちがいによって，どのような‾智が現

われるか，またどの膿乾が最も成長を促進するのに適しているか，咽べてみることにした。

実　　験　　経　　過

実債にあた守，まずこの実l雉に腰帯する，ダイコンの種子の発芽率がいかほどかを調べることに

した。

次の一旦のように試・績器を楽音してダイコンlご亘重子100粒をおいた。

「

ガラス板　揮ったガーゼ ダイムンの種子

その結果，この種子はl遇璃嶺56珍の発芽：輩を示した。

次にホルモンの磯榎を次のようにした。

10‾⊥多（可

10‾〇番　te）

10－9感（¢）

10－13痴（刃

10－7或（d）

蒸潜水のみ（月

上記の薬品（αト（月を10ccずつとり，これらにダイコンの種子20粒ずつを浸した。

2射手聞後，匝）～げ1の薬品に浸した梗子を，水で湿したろ紙をしいた6個のペトリ皿に移し，

かわかなしへように時々水を補った。

このようにして10日後，発芽したダイコンの亀　茎の各々の発きをばかり，平均を出して見た。

これを且でこせ損考察を進めることしてする。

－、！
－



以上の実．演の患亀　グラフより次のよ

うなことが言えると思う。

1，根10－1醇，10－3如よう

に濃度の高いものは成長を抑制してい

る。

玖茎10－1醇のように盛夏の高い

ものは成長が悪いが，また10－7多

のようにやや薄いものも成長が∵悪い。

3．蒸潜水だけでもかなりよく成長する。

茎

．「
－
1
1
ヽ

5
4
3

特に茎の成長がよい。 したがって鳴物8

自体，ホルモンの働きが強い。 10

4．最も適した濃度は，茎は10－7感12

である。

ー1－3
10労lC悌

r一一・5
1C虜

ー・ワ・・－9
1喀lC秘

実験　に　あ　た　っ　て

1回だけの実膿ではあったが，なんとかまとめることができ’ました。 しかしこれだけで十分な結

果が得られたとは思っていません。 ′材料の櫻子の個体変埠，日光のあたりぐあい等，桑件が少しで

も適ったら，経菅が大きく違ってくるでしょう。 これからはダイコンだけでなく，あらゆる種類の

植物を汁榊に用ぬ，日照時間などの兼件を変えて，実損を行ない，研究してレ1きたh。

ー3－



学校　周　辺　の　植物群落
、て≦毎＝≒三

米　　良　修　二

私たち1年4組では，学校周辺の草木について調査を行った。 これは，生物の授業2時間を便

い，2人1組で方形わく法を使い調査した。

＜測定朝日＞　昭和39年11月15日

＜測定場所＞

1． 杉林の中

2． A． 校庭の土塊

B． 校庭の士堆

く測定方法＞

1．実験地に任意の隣接する10ヶ所の方形区を

区切カ，方形わくを当てる。

2・方形わく中の植物名を調べ，わく内でしめている面積を目刺で推定法に従って轡臆する0

3．植物の種類毎に10方形区の平均破産と頻度（疹）を計算し，その結果から優占種を決

定する。

名方形区の破産の総計
平均′披慶＝＝

頻度（多）＝

優占種

調査した方形区の総数

現われた方形区の数

調査した方形区の総数
×　100

平均破産と頻度とが最大のものを決める

＜結　果＞　1． 杉林の中

＼ ＼＼＼方形わ ぐ番号

植物 名 ＼　　＼
1
i
棋 3 4

1
5 6 ワ 8 9 10 平均破産

I
頻度 啄

1　　 チ ド メ　グ サ 1 4 2 ＋ 8 畠 3‾ 〇 5 2 9 0

2　　 ッ　 ユ　 ク　 サ
I
2 － 1 1 ＋ 車 i

z ＋ 1 6 0

「 ぅ
キツネノマゴ

I
－ i
l

－　2 ＋ － － 芝 ＋ 3 1　　　　 5 0

寸
ト－

ヨ　 モ　 ギ て
－ －

l
1 1 1 1 ＋　　　 4 0

！ 5 ス　 ギ　 ナ i － ー i －
l
－ ＋ ＋ 3 4 ＋　　　 4 0

・－4－



r志 二重 蒜

、．、－＼－1＼

li l l
凸 3

i 中 i l回 中 p
10
－　　　　　　 i
平均被庭 ！観 ⑯

6 クルマバナ i ‾ Il ‾ l－
I廿 ヱ

圧 「 ！
－
！　 十一 3　0

rl
lイ　ヌ　タ　デ i － ＿ ！＿ － －

i廿 圧 巨 F － ート 3　0

8 ヌ　カ キ ピ ！－ ー 「
i －

i 「
＋ 】2

十‾－ ‾
中　　 一十 3 0

1
9 ク　ワ　レシダ l i l －

l
3 巨
i
I ．‘・．‾　　　‾l

I 二 ！

」
－ ＋ 3 0

1 0 カ　エ　 ク　サ ＋
」 一 ，

－ 2 － － 十一 2　0

1 1 lッ ポ グ サ ！＿
－ －
l
l‾
1 3 ＋　 一一「

－ － ＋ z　O

1 2 へクソカズラ － －
！＝

l　 ！
日 当
空 骨

l －
＋ 2 0

1 8 フ　　　　　　　 卓 1 3 － － ＋ 2　0

1 4 アプラススキ 2 － － － － － － － － ＋ 十 2 0

1 5 T　シ　ポ．ノ － － － －
1
－ ＋ 之】－ － ＋ 2 0

1 6 カ　ラ　ム　シ － － － － － － ⊥l
1 － － ＋ 2 0

1
1 7 カ　タ　 バ　ミ － － －

l
l十 仁一 －

＿ 」
－ － ＋ 1 0

1 8 エノクログサ － － 4 － l‾ － － l
＋ l U

1 9 カヤツリグサ
l

－ － ＋ － － － － －
l
－ ＋ 1 0

2 0
巨 ブナグサ

－ －
！
3
l
】＿i － － I ・＋ 1 0

z l ミ　ズ　 ヒ　キ － － － －
l
l －
l I
l　＿．l －

l
＋ 1 0

2 2 イ　ヌ　 ビ　エ － － － －
＋
I
－ － － － ＋ ］0

2 3
lチカ ラッ′言

3
－ －
l
l「 － － － － － 十 I rI

2 4 コ　ミカンソウ 1 － － － － －
‾　丁‾
‾ 1二 ＋ 1 0

2　5 ツリブネソウ i 1 － － － － － ‘T 1 0

2 6 ヤブタビラコ ＿ l
l－ －

廿 － 上 ！－ － ＋　 － 1 0

くま′とめ＞

この杉林（5年生）は人工林であるため人手が蔑分加わり，自然そのままで結たいが，摩占

種抹「チドメグサ」「ツユクサ」で，「チドメグサ」「ツユクサ」群落である。

－　5－



2． A． 校産土堆

＼ ＼　 方干物 く番号

植物名
1 2 3 4 5 6

1

7 8
I
9 10 平均破産 頻度喀

1 メ　イ　 シ′　ノペ 1 〇 畠 － 3 4 1 3 ＋ ＋ 2 9　0

2 ヨ　　 モ　　 ギ 3 4 4 － 5 5 ＋ － 4 3 3 ．8　0

3 チ　　 ガ　　 ヤ 5 － 1 4 2 ＋ － － 3 3 2 7　0

4　 － ヤ　ノ、ズ　ソ　ウ － 畠 － 5 1 2 5 － 2 4
2 7　0

5 キツネノマゴ 1 － － ＋ 1 ＋ ＋ － ＋ 5 0

6 コ　ミ　カンノウ 」＿
l 1

1 － － － － － － ＋
＋ 3 0

7 ヨ　　 メ　　 ナ － ＋ 1 － － － 十 － － －
＋ r3　0

8 ス　　 ギ　　 ナ － 2 － ＋ ＋ － － － － －
＋ 3 0

9 ジ ャ　ノ　ヒグ － － ＋ － －
l
－ － ＋ －

lT 2 0

1 0 チ　ドメ　タ サ － － 1 ⊥1 － － － － － －
＋ 2 0

1 1 チ　カ　ラ　ミ／ノて － －
ヰ
－ － 1 － － － －

・＋　 r ．2 0

1 2 ツ　ユ　 ク　 サ ＋ － － － － － － － － ＋ 1 0

1 3 カ　ラ　 ム　 シ ＋ － － － － － － － － － ＋ rl O

1 41 カヤツリグサ － 3 － － － － － － － －
＋ 1 〔！

1 5 タ　　　　　　 ケ － ＋ － － － － － － － －
＋ 1 0

．1 6 ネ ズ　ミ　ノ　オ － － － ＋ －
∴ ＋ 1 0

1 7 イ　ヌ　 ク　 デ － － － － － － － 4 － －
・＋ 1 0

1 8 ノヽ　　　コ　　　ーミ － － － 1 －
＋ 1 0

1 9 フこし　イ　チ ゴ － － － － － － 1 － －
．｛

1 0

2 0 ク　　 サ　　 ギ － － － － － － ＋ － －
＋

1 0

2 1 ヒメムカシヨモギ ＋ － － － － － － － － － ＋ 1 0

＜まとめ＞

数種の草で卦ゝわれているものと思っていた土姥が，このように非常に多くの草木から成立し

ている．ことがわかった。優占種は，「メイシノく」「ヨモギ」で，これらの中にその他の植物がは

いってきたものである。この地区は，「メイシバ」「ヨモギ」群落である。

一一　5　－



畠． B． 校庭の士姥

1　、
形わく番号

植物 1 2

ト 項

6

I
i 7 8 9

主
上 0

l

平均被度
i触 廓

l l
l ヤ ハ ズ　ノ　ウ 5 5

】
ヰ ＋ 5 1－ l －

2 5　0

2 チ　　 ガ　　 ヤ
t
－ 1

！4 I
1 3 4 － －

l
1 4
1
－ 2 5 0

3 ヨ　　 モ　　 ギ li － l
l
1 4 － 4

巨
－
l
i ‾
i
i ‾ l
l

5 0

4 ミ　ゾ　 ソ　バ
－ － －

i

l
－ 5 3 5

上 ＿
1 3 0

5 チヂ　ミ　ササ
「 言

l
＋ ＋ － l‾ － －

！ ＋ 3 0

6　－ メ　イ　 シ　バ a
l
－ 3

】
3 －
l
－
I
－ ＋ 3 0

17l
ツ　ユ　 ク　サ l† － －

⊥ i
l － ＋

i＿ l
l‾ l l ＋ 3＿0

8 エノ＿＿マログサ
I
－ ＋ ＋ 2． － － － － －

＋ 3 0

9 アレチノギク － －
！
l

l
－
l
＋ － ＋ ＋

＋ 3 0

1 0 シ′　　　　　　　ハ 1 － － － i）ふ．ノ － － － l
＋ 2 0

1 1 ヒメムカシヲモギ － ＋ 1 － － i － － －
＋ 、 2　0

l
1 2 チ ドメ　グサ － 5 － － － ＋ － － －

l 十 2 0

1＿3 ミ　ゾ　 シ　ダ － － － －
l
3 4 ＋

l
2 0

1 4
巨 ノ コズ チ 十 － － － － －

「
－ － ＋ 1 0

1 5 ス　　 ギ　　 ナ － 3 － －
l
－ － － － －モ

・＋ 1 0

1 6 へクソカズラ － ＋ － － － － － － －
＋ 1 0

1 7 チ　カ　ラ　ッノく － － － － － 4 － － －
＋ 1 0

1 8 ヨ　　 メ　　 ナ
l
－ － － － － 3 i － ‾ l

l
＋　 － 1 0

1 9 ヒ　メ　 ク　グ － － － － z
l － －

＋ 1 0

2 ．0 イ　 ヌ　 ク　デ

l
－ － － －

i
l‾ － － － 2 ＋ 1 0

2 1
I コミカンソウ l

l － － － － － ．1 ＋ l 1 0

＜まとめ＞

この地区は，全体一面をおゝうものは夜いが，多くの植物が点在している。 優占種は，「ヤハ

ズソウ」「チガヤ」「ヨモギ」で，「ヤハズゾウ」「チガヤ」群落である。

・－†－



生　物　部　の． 三　年　間

福地洋一

生物部に入部するときは，あれをやカたいから，というようにはっきカした目標をもって入部

したわけでは牢かった。僕の性格にマプチしておれ地味では為るが，よく活動する部であろう

と思ったからである。

総合高校時代，僕の一年生のときは，一年生を主体とした活気のある部であった。 一年生十数

人が玄関に，チューリップ，水仙などの草花を植えたカ，シダ園を作った少した。それに採栗と

との標本整理，飯島への採集キャンプと楽しく働いた。二年のときは部室もなく，ほとんど活動

できなかった。三年生に夜少生物部員が集まった。 ここで部長に推され，責任を感じながらも，

；希望も大きかった。すぐその次の日曜日，紫尾登山を行った。 今年一年の第一歩であったわけだ。

採集会の後，放課後は標本整理をした。樽にシダを中心にやったが． ここでは二年生の部員が欠

くことのできなしへ存在と夜少，よく働いてくれた。また夏休みには紫尾に一泊二日の採集を行い，

いろいろ多くの収猿をあげることができた。

こうしてふ少かえらてみると，生物部の三年間が夢のようである。 文化祭の準備におそくまで

学樫に残っていたこと．夏休みのキャンプ等，それらが楽しかったものとして，苦しかっ卑もの

と．して次々に思い出されてくる。

これからはシダばかカでなく多くの分野に手をのばしてほしい。 自主的夜計画をたて，研究を

進めてほしい。この生物部を一生忘れることなく，僕は見守っている。
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大
－． 出発準備

学校が分離独立して最初の採集を兼ねたキャンプなので，皆とても張力切っている。 数回会合

をもって，いろいろ打ち合わせを行った。

採集キャンプの経験があるのは部長の福地君だけで，我々1，2年生は未経奴である。 だから，

どこから手をつけたらよいのか，どん葱ふうにしたらよいのか，かいもく見当’がつかない。 そん

夜とき，福地君が勉強で忙しいところをわざわざ出て来て指導してくださった。 おそらく彼にと

っては最後のキャンプとなるのだろうが。

今回は植物班と昆虫班とに分かれて採集を行なうことにした。 昆虫班はパラフィン紙で三角紙

を作ったり，植物班は胴乱や根はカをそろえたカ準備におわれた。

出発前日，各自の道具，食料等最琴の打ち合わせを行をった0皆の胸はもうキャンプのことで

hっぱいのようである。

参加者

．，三年生福地

二年生大野，岩切． 市来，萩原

一年生原口，手塚，古川，′j、野，北野

顧問前田先生

主な日程

7月31日，登尾より登山，千尋滝，頂上付近で採集，調査を行なう。 夜，営林署宿舎に一泊

8月1日，石橋観音を中心とした群落調査． 採集を行う。

二． 第一日目

宿舎まで

いよいよ出発，絶好の採集日和である。 まるで遠足にでも行くかのような気分である0

8時どろ宮之城駅前に集合して道具を再確認した。 食料も沢山準備してあるので心配桑し。

8時半出発，バスは索尾に登る人で混んでいた。 校長先生も相かわらずの登山のようであった0

45分で登尾到着。
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まず採集の注意を前田先年から聞く。 「よし，今度は珍樺を見つけ去ぞ。 、Jと引きしまった気

分である。

用づたいに昆虫班と植物班に分かれて採集しながら登る。 お互いに成果をあげようと一生懸命

だ。しカ、し名前を知っているものは少をい。 前田先生に閲官環がち進む0

川辺のカラスウリの白い花が緑の中で一段と鮮やかである。 また紫黒色に熱したイヌビワの実

も印象的であった0

とても暑い。 哲汗を拭き拭き登る。 途中植物姐はエゴイキ，シラカシ，ヤドリギ，ヤブツバキ，

シィ，ホラシノブ，イノモトソク等を，昆虫班はオニヤソマ，キチョウ，イワシノミ等を採集し

た。
11時10分，営林署宿舎に到着。 ここが今夜の宿泊所である0

石腐朝音へ

少し休憩した後，採集用具と弁当だけを持ち，まず石橋壌音に向う。 ススキ，カズラが茂って

いるので道もはっきりしない。

やがてシイ林に入る。 と原田君がムササピを見つけた。 木をスルスルと登ったり，風呂敷を広

げたように飛び回るすはしこい動作に一行は感喋した。

植物班が休憩してレLると，昆虫班の人たちがいかにもうれしそうな顔をして走って来た。 イシ

ガキチ。クを二匹とったというのである。 植物班も負け凄いと汗を拭きながら進む。 ヒグラシの

‘ヵナカナ′という鳴き声を絹くといっそう汗が出て来るようだ。

11時50分，石橋観音に着く，清水の流れに考にはこけがいっぱいつLへてレ1る∩長音（23．1

mX5． OmXll． 8m）の大きを岩が奇黄を呈している。 川の流れだけが耳に入り，静寂そのも

のである。

しばらく休み，尾根を椒切って千尋滝へと向う。 途中にはイノデ，タカサゴキジノオ，ベニシ

ダ等のシ歩．部か多く生えていた。

千尋滝で

12時35分，千尋滝到着。 ビンヤりとして気持ちがよい。 ここで弁当を開くことにした。 山

での弁当はとてもおhLLっ。

滝の高さを測定

昼食後すぐに滝の高さの測定にかかる。 先生をはじめ各人が滝上に登少，シュロ縄に15珊お

きに日印をつけ，先端に′」、石を結んで投げおろした。l匝帽失仮したが引司呂成功。 はじめ皆70

耽ぐらいだろうと予想を立てていたのだがなんと32m，これにはみんなびっくりした。
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頂上へ

息な坂道だけずっと続いている。 暑くて暑くてやカきれをh。 頭上て沈多くゐイシガキチ，ク

がのんびカ飛びまわっている。尾根に出る前の坂道にさしかかった。 とても急な坂である。 あた

カには大きなナチシダが生え，その中に一本，ニワトコの木が京ッンと立っていた。

1尾根に出てしばらく休むbアカガシらしい木の実がいっぱいなっている。 ここらには，・ンィ，

ヒサカキ，ツノくキ等の常緑樹が多いが，サクラ，ブナ，それにヨグソミネバリといって，樹皮が

サクラによく似ておれサロユ′ノくスのようを芳香のある落葉樹も見られる。

これから先，各自の登るベースが遠い，神社につくころにはかなりの時間差があった。 途中の

ヤマジノホトトギスのかれんな花がとても印象的であった。

頂上

3時半，ようやく浪上に清く。 気温乞aec，やわやかな風が吹いてくるJ南東には霧島連峰，

南には桜島，うすくかすんだ開聞も北東には雲仙もかすかに見え，紺碧の海には大小の島が浮

かんでいる。宮之城高校の校舎もはっきカと見るととができる。 とてもすばらしh眺望である。

4時半，頂上付近の群落調査にかかる。 この辺は前にも数回調査したことがある。 落葉樹のブ

ナを中心にシテキ，タンナサワラフタギ，シロモジ，ムラサキテン′ユニ／ノウ等が生えている。

手のあいている人は採集にあたった。 頂上下の森の中はさすがにうす暗く，少し寒々とした。

シダ感は少なく，イノデなどがとびとびに生えている。 カンアオイがところどころに姿を見せて

いる。驚いたことにはコハウナワカエデがもう紅葉しかけていたQ

昨年はここでサントシ㌧才一－ウオを3匹見つけたので，また今度も捜して見たが出て来たのは大き

なミミズだけであった。

宿舎に帰る

5時45分，ようやく調査を終えてうす酷くな，た山道を走るようにして引きかえす。 先頭の

4人はものすごいスピードで下っていった。 石療観音あたりに凌るとすっかり暗くなって懐中電

灯をつけて下る。あま少静かなので気味が悪い。

夕食

7時30分，宿舎に帰りつく。 みんな持って来た野菜，米，穣語などを出し合って準備にかか

′
る。ライスカレー。 男子だけで和気あいあレゞでとてもおもしろい。 ただ玉ねぎをきざむのだけは

こまった。

9時ガス燈の下で食事。 とてもおいしかった。 ただ間置がこげていたのだが。

整理

後かたずけをすますとまっそく採集物の整理にかかった。 名前を先生に聞きながら新聞紙に
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に整理したカ．昆虫はホルマリンを注射しながら進めた。

その十方反省や明日の計画を立てる。 どうも台風の動きが気になる。

寝床についたときはぐったガで，すく篭民ってしまった。 しかし先生だけはお茶の飲みすぎで眠

れ貴かったようである。

二．二日日

朝

5時半に目がさめた。 空気はひんやカとしてさわやかで気持がよい。 朝焼けがしている。 ラジ

オの天気予報に注意していると台風情報が人らできた。 どうやら鹿児島に近づくらLh。 それで

予定を変更してできるだけ早く帰ることにした。

一年生が炊いた朝食をと少，1年生は2，3人残らて石橋観音に向った。

石橋観音の調査

石橋観音を中心とする群落調査，採集，石腐観音の砦の大きさを測定する。 イノデ，ミヤジマ

シダ，ヌリトラノオ，イワヒトデ等のシダがhっはい生えでしっる。 またこの辺の樹木にはシィ，

カシ，サカキ．ヒサカキ1シラキなどが多い。 群落諏査が十分終らないうちに雨が降り出した。

11時すぎだ。 しばらくはナイロン風呂敷など頭にかぶっていたが，雨が政しくを少引きあげる

ことにした。

宿舎へ帰る途中に蜂の巣があ少，被害者が5人もでた。

下山

残っていた人たちが作っておバハてくれたおにぎわを食べると，皆かけるようにして山をか少た。

雨はやんて㍉ハたが雲行きがあわただしい。

12時50分，登尾を出て宮之城につくとすぐ採集したものの整理をはじめた。

反省

今同の採集をふ如． えると，受だまだ勉強不足であもことを痛感させられた。 方かし全員無事

で，しかもかな少の成果をあげたことは成功といってもけっしておかしくはあるまh。
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血　液　型　の　判　定

原　田、勝　志

私達，生物部は文化祭の催しとして当日あらゆる展示とともに血液型判定を行をっ・た○

、非常を関心を集め当日は多数の生徒の血液型判定を行なったが，全校生徒の血液型を判定でき

なかった由で，特牢一年生を対照にし全員の血液型を判定した0

1
血液塑判定は部として，いつもの試みであったができはよかったと思う0

1〕使用器具

標準血清（r抗A，抗B血清）皮膚針，脱脂綿，アルコール，スライドグラス

2〕方法

①耳たぶを消亀皮膚針で出血をせる。
④スライドグラスに抗A，抗Bをそれぞれ一摘づったらしそ町こ血液を身からと恒昆

合させる。

⑧二一四分壊置し結果を見る0

④結果はÅ卜B，AB，0の四種に分けられる0

承血液型判定の結果は下図のとか少である。

1年生

（昭和39年）
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◎1年　8　組

◎1年　5　組

◎1年男子（160名）

◎1年4線

◎1年　6組

◎1年女子（14，5名）



一年生全体（305名）
以上のとかカで男女別にみますと男女ともA型

が最も多く次にも，0，ABの原になっています。

現在の日本のおよその型の割合を見ますとA型が

壷も多く次に0チ軋B魂，AB型となっておケ，

本硬の場合と少し適ってLへます。

血　　液　　型　　の　　分　　布

国　　　　 名

i A 塑 巨 増 －

A B 型

0 訂 豪 族 係 数 書 芸

イ　＿　ギ　 リ　　 ス
接 す 丁‾ 蒜 i

t

3．1 4 6．4 4，5

ア　　 メ　　 リ　　 カ 4 2．3　　　　 8．7 4．5
l
4 4．5 3．5

フ　　 ラ　　 ン　　 ス ！ 4 2．6 ． 1 1．2 ！ 3．ハ

l
4 乱 2 3．2

ソ　　　　　　　　 連 3 1．2 2 1．8

2 0．7

6．3

9．9

4 0．7 1．3

中　　　　　　　 国 3 8．1 3 1．3 1．2

ピ　　　 ール・　　　 マ 2 5．9 1 2 9：0 5，4 3 9．3 0．9
l

日　　　　　　　 本
1 3 8．2

l
z l．9

1
9．3 1 3 0・6 1．5

i

宮　 ノ　 城　 高　 校
巨 2・6 】

z 5．6 6、9 2 4．9 1．5

血液型とは

血夜型とは，一口に言うと血液の遺伝的な瀾人差のことである。血液を試験管にとってしばら

く放黄しておくと，赤色の血餅と透明な血清とが分離してくる。血餅は赤血球や白血球をどが擬

餌したもので，普通に血液型といってhるものは，赤血球の血清学的を個人差を指している。こ

れに対して，血清部分の個人差を血清型とよびわけている。広義の血液型とは，血球と血清の両
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成分の遺伝的個人差を含めてしつる。

赤血球は，その表面構造の特異性を決定するr抗原』を目印にして分類される。 今日までに発

見されている赤血球の抗原古も約60種に及んでいるが，それらを過当を方法でテストすると，

11簡以上の系統に整理きれる。

次の泰がその種類である。

赤血球抗原の種類

血液型の種類 抗　　　原　　　の　　　種　　　類

A］〕O

MNSs

P，q

Rh

ル　ウ　ィ　ス

ケ　　　　　　　ノレ

ノレ　セ　ラ　ソ

ダ　　フ　　ィ

キ　　　プ　　ド

ア　イ　エ　ゴ

∴　＿

A，丑

MShIs，NS，Ns

P，q

Cde．（7le．CdE． cDe． CDe． CI）E．cI）E

Lea，heb，heC

K，k

hua，h膏

Fya，Fyb

Tka，Tkb

Dia

Xga

実際日常の生活ではABO方式しか，ほとんどの人が役に立

ちませんが参考までに調べたものです。
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松　崎　典　和

私が生物部に入部してからもう三年たちました。この三年の間，私のクラブにかける活動は紫

尾山の植物が中心でした。私はドゥラニ／とナップサックを盾に先生やクラブのメンバーと共に，

東尾の尾根や谷でシダやコケ，地衣，草木などを採集し，それらを標本に整理して，一つの体系

だてた研究物にするという仕事をしなから，無限にも等しい植物の世界の一部だけでも知ろうと

努力しました。

山が好きであった私にとって，山中で顛ロの植物を採集するという仕事は実に楽しいでした。

しかし採集した植物を旗本に整理するというイスの上での清強ま，単なる頭株から入部した私に

とってむずかしく，めんどうくさい仕事でした。それでも私の生物部における活動が，根も，茎

も，枝も，葉もある一つの完全な研究物となるためにはどうしても必要な仕事でした。初めは同

じ植物名を何度もたずねました。又，図鐘の同じべ一ジを何回も痍きました。そうしながら私の

植物に寓する知識を一草一草と拡げて行きました。アミシ〆，ナチシダ，べニッダその他多くの

植物が，クラブに入部した当時の私に払そこらにいくらでも生えている痛物と区別できません

でしたが，三年過ぎた今日，．－専一葦が全く別々を植物として見えるようになりました。

庭先の植物もそれがシダであるならば，だいたいの見分けがつきます。又，道ばたの名も知ら

ない小さな草花にひょっと足を止め，物を注意して見るようになった。植物に何となく愛着を感

じるようになったことは，私が生物クラブに学んだ大きな成果であると思しへます。

私が生物部を通じてあの粟屋山から学んだことはただそれだけではあ力ませんでした。私は紫

尾の尾根で残酷をそしてさびしい自然の掟を見ました。東尾の谷に厨いては生命力の強さとその

偉大さを見つけました。そしてツタにからせれた大木の陰になりながらもをおくねくねと曲少を

がら光を求めて伸びてゆく木を見た時に，人間の生き方を教えられたような気がしました○私が

今まで生物クラブに第をおいた三年間を顧みて，自然からは学ぶものだと思いました。自然とい

うものは私達が学ぼう上する意志さえあれば，学ぼうとする努力さえ惜しまねば，非常にたくさ

んの事を教えてくれるものだと思いました。

微生物の世界から極大の世界・圭での広がりと，原生動物からホ乳物動までの深さをもつこの大

きな学問の中では植物の分野害えも1点に過ぎをhでしェう。ましてその植物の分野の中での紫

尾山とそこの植物は1点甲のし点でありましょう。しかし私がこの1点の甲で学んだことはけゥ
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して無駄ではなかったと思います。

私が196豊年から1965年までの間にこの宮之城高校生物クラブに，どれだけの足跡を残

してしっるかを捜すには，倍率の高いルーペか顕微鏡が必要となるでしょう。 しかし私がこの生物

クラブで学んだ事は，あの南島の砂金のように輝く夜光虫や雲と共に，けっして私の記憶から消

え去ることなく，私の人生の大きなページを築き上げていると思います0

前田正義

1まえがき

紫尾山は鹿児島県北部の薩摩郡と出水郡の郡境にあって海抜高1066．87礼，北緯alC58′

東径30021／に位達する。

山頭部からの展望結雄大で，快晴時には北は出水平野から天草の島々まで，東は虜島連峰，南

は耐答院平野，そのかなたに錦江湾，毅島さらに遠く開聞岳がかすみ，西は遠く霧島から鶴田ダ

ムを経て薩摩郡を流れる川内川が大きな河口を広げている東シナ海が夜がめられる，四面開放さ

れた視界は北薩の展望台として重要を観光資源である。

巌近ではNIIK，MBCの両テレビ中継局建設のため自動壇道路が完成し，老人やこどもにも

．親しみやすい紫馬山〝に生まれかわ少新しい敏光地としての開発が望まれてレ、るり

紫堵山ゐ植物につレへて，宮之城誌（楠郷山誌一正宗麟敬によれば）

「古生層及び花崗岩から構成せられて屠る紫尾山は． その名の起源はいざしらず遠くからみると

全くその名の示すように紫色をしている麗しレ、山」と記されてレ、るが，この一端がらも察せられ

るように全体の種物相は暖帯常緑樹からなり］風上付近には九州で結まれにみる冷温帯の代表的を

落葉広葉樹のプラの美林があカ，その間に了カガソの大木がみられる． 大澤半島の高慢山と共に

ブナの分布南限地として知られている。

紫尾山の寒蘭は紫尾寒蘭として有名である机野生種はなかなか見つからない。

従来． 紫尾山の植物につレ、ての植物分類学的を研究は行なわれているか，植物社会学的立場か

らの綜合的研究は十分をきれていをし10

植物相が豊富でしかも複雑な地形をもつ植生につレ、て昭和37年4月から調査を進め今日にい
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たるが．調べれば調べるほど摺物自然の深淵享に驚款し到達するところを未だ知ら恵い。 浅学ひ

才，みづから観察の及ばぬ遺漏や錯誤があるかも知れをいが，諸先生方の御叱正によってよカ完

全をものにしたい。

本研究は壬として昭和38年7月21日から8月10日までに実施した採集及び群落調査を中

心として，紫尾山の山擾乱中腹部及び虎上付近の群落組成的な面を調べたもので． その結鳥

群落相互の比壌検討により，標徴種にもとづレ1て群落（群集）の段階まで植生単位を求めその組

成表を付して記述することにした。

不研究を発表するにあた． り，科学研究生として広島大学に内地留学中に終始御こんとくなる御

指導をいただいた堀川芳雄教授及び分類学上の助言を頂レ、た同学安藤久次博士，植物社会学上の

知見を纏った佐々木好之博士に深甚を謝意を表する。 同時に鹿児島大学初島住彦博士． 泊静男先

生に厚く御礼を申上げる。

2調査地域の概要

1，地形

紫尾山の北側即ち出水側は概してゆるやかを傾斜であるのに比べ． 南及び南東側の宮之城側は

極めて急傾斜で大小数々の谷間を形成する。 山頂付近は南北に走る極めてゆるやかを稜線をなし

て，これより南．東及び北に凋稜確を出し． その間に急斜する谷間を抱き，北北西及び北西では

辛抱地を介在して20こし300の傾斜地をなしている。 （第一義紫堵山地形図巷照）

（

ノ
て
ー
∴
ヒ
∴

∵
、

ノ

　

　

＼

掛

・．ノー、． ′

ヽ‘、ノ′

I

＼

1
一一・一．
q、一㌦

′．

・

－19－



第一表

紫亀山地形図　軸
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法． 地買

築宅山の地質は中生界． シ′Jラ紀一白亜紀（時代不詳）に属する砂岩，貞篭の互層から覆り，

浸蝕すすみ． けわしレへ地形をなしている。

乱　気候

紫尾山に於ける観測結果がないので． 宮之城煽動所（海抜高65cm）の資料を引用し，比蝉検

討する立場から，阿久根． 鹿児島の観測値を参考寓した。

A，気温

1941年－1950年の20年謁の月別平均気温は第2表のようである。

　＼
1 2

i 畠 l 亜　 ‾
l
i　5
1

i 6 7 ！ s

l　　 l
1 9 1 0

⊥

1 1 1 2
I 平均

宮之城 6．5
I
6．8 1 0，6 1 4し7 1 9．5 2 3ユ

26・中 7・Sj津 ．4 －9 1 8．6 1 3．6 8．5 16．9

阿久根 7．1 7．5 1 0．7
J
1 5．1 1 8．3 名説1

抽 車 朋
3 4 ．6 1 9ユ 1 4 4 9 ．3 1 6．8

鹿児島 6．8
1
7．7 1 0．7 1 5．1

巨 9・3
2乱S さ7．0

恒 ．5 ！
2 4 ．6 19ユ 1 4．0 9．2 1 7．0

第2表　F】別平均気温

気候は概ね温暖にして年平均気泡は16．90C　で鼻高気ノ鋸ま33－3会C℃を通例とし鼻低気温は

氷点下zOC内外に降りる。

B　降水量

1921． 年～1950年の月別降水量は第3表¢）ようである。

i‘＼　 ＼
1
恒

l

3 】 4

l

巨 巨 l 7 ヱ ⊥ 9
10 1 1 1 2

l
計

宮之城 ．73，3 1 1 2．0°！1 59・8 1 2 3 7・7 2 48 ユ

l

4 z 7．5！3 7 7ユ 針的．0 2 0 0 8 1 1 55
】

9 8．0 9 4．5 2 3 6 5月

阿久根 69．9 92．2
l

1 2 7ユ 1 4－50 2 1 78
巨 0 0 9

2 99，8
i

l
2 1 2．8 相的 ．3
i

1 3 2 8 9 6 9 1 雄．7 2 1 8 5．8

鹿児島 65β
il O 9・2 1 4 6中 0乞ユ恒 9・3

4 00．3 3 1．7．0
i

2 餌 ・7 i2 01・8 1 1．8．9 9 2．2
l

8 5．9 2 1 8 3．8

韻3表月別降水量

雨量は一般に多蓮で年潤2．365．6m鼎で2，100瓜盈を降ることは殆んどなく，1日の降雨見て

しても100調孤以上に及ぶことが多い。紫尾山の頂上部に設置されて曇封雨量計の記録と宮之城

測候所の記嶺を比較してみれば第4表のようであや0（1962年4月一一同年10月）

第4表降水量の紫尾山と宮之城の比戒



1962年4月から10月までの間の宮之城の降水量は2，858mに対し紫尾山頂上付近は

3，536硯乱をを記録し，山頂部及び紫尾山一帯が如何に重富夜雨量を示すかを物語ってLへる。

6月の平均気温等温線図及び降水量図を参照して頂きたい。

第5表第6表

平均気温
（最高最低の平均）

6　月
151

1・1　－－．

、
ノ
ノ
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1

｝

！
！

7

ノ

′
ノ軸
ノ
1

▲

！

l
i
、
＼

し一一＼－＼）

降　水　量

6　月

′ノ・′＼ま璧

3
1
－
－

1

気候温暖にして重富を雨量は植物の成育を促し，複雑で豊かな森林植物相を形成することは言

をまたない。

3調査方法

森林の調査を実施した地域は紫尾山の山廼部の登尾からの明ケ谷，小滝の5ヶ所，． 中腹輩の／ト

滝から千尋滝に通ずる5ヶ所，及び尾根筋山頂付近の15ヶ所である。
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調香にあたっては，それぞれの優占啓をもつ均質を林分をえらぴ，特に極相林に於Lへてほ群落

の階橘がよく分化したところを求め上記の25ヶ所の群落調査区（stand）を設け，どのよう

を穏物がどういう植物と共に生活してレ、るかという問題を植物の種類の組合せの関係から考察し

た●

区の大きさは100がの面続を標準にし，擾占慶，樹高，植被率などを測定し，その区の海抜

高，地形，傾斜面の角度，方位，母岩などについても調査した。 葱か群落の階層は高木層（8m

以上）壷高木層くz～8m），低木層（0．5－2m），草木層（0．5m以下）の射酎層に分け，

その甲に生じている植物の種をすべて記録しその各々についての襟度を測定した。

被度とは植物が調査面積を被うている度合であゥて，次の基準によって，＋ぅ1，2，3，4，

5で記入した。

十＝1／16以下1＝1／8－1／id2＝1／4－1／8

3＝1／4－1／24＝1／2－3／45＝3／4以上

4調査資料の処享里

積られた調査区の資料はそかぞれ高木眉の磨占種ごとに縦に種類，横に減配地をと少群落の組

成表を作製する0この表しつ作製にあたっては，よく似た「種の組合せ」をできるだけ集め，それ

に「わく」をつけて区別しやすいようにした。 この結果，横の欄の調査地点に「群落」が「種の

組合せ」のよく似たものの集まりとして浮び上ってくる。 ・－一方縦の欄にはこれらの名群落によく

出現する，hゝかえれば，よく結びついている種が集カをなして浮び上ってくる。

この組成表から次のような値を求めた。

仰　常　在　度　（出現度）

その碑物が出現した方形区数

全方形区数
×100＝出現慶て修）

常在匿は普通上記の鯵を5階級に分けて表現する。 1＝1－20倦，　Ⅲニ＝之1－40密，

Ⅶ＝41、60鯵，　‾Ⅳ＝＝61－80％，　Ⅴ＝81－100解，この値が大きい程その植物が

広く分布していることを示している。

（叫　優占度範囲

こ〇倍はある頂物が群落の中でどの位優占しているかとhう渡合をしめすもので，これは被鹿

の範囲で示す，たとえば3－5のように。

このように組成表のもとにまとめられた群落がいかをる群集として単位づけられるかは標徴種
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をもってするのがきわめて合理的である。

5調査結果とその植物社会学的考察

1． 植物相（Flora）の概観

九州，：四国，本州南部低山地の暖帯は夏の温度は高く，雨量も豊富であカ植物の生育は非常に

ょい，多くは常緑広葉樹である。

l
ヤブツバキ，サカキ，ヒサカキ，シィ，イチヒガシ，イスノキ，クス，モチノキ等がよく繁茂

し暖帯常緑広葉樹として優占している，低木や草木もこれらと共に種類も多くよく生育するが，

オオキジノオ，クカサゴキジノオ，キジノオなどのシダ植物は林床を山越地から山項にまで分布

している。
一方陰湿な地を好むシダ植物やコケ植物は林下や渉谷におう岩壁，樹幹にところを得

て生活しているo

LU彊地を少し登ると常緑広葉樹の中に落葉広葉樹がかなり混じ，アカメガシワ，エゴノキ，カ

ラスザンショウ，アブラギリ，ヤマザクラ，ウルシ，カナクギノキ，シラキ，チャンチソモドキ，

ヨグノミネノくり等が見られる。

シイ林の発達する山飴地から甲腹地は伐採，植林などの人為的影響をうけることが極めて多く，

現在も伐採が続けられているが，植林地のスギ，ヒノキ等はよく成育している。

山頂部の海技高1000腋付近から温帯のブナ林が発達し，大隅半島の扁隈山とならび南限地と

して特有を存在である、。山頂部は北方要素のブナと暖帯の尾根地形に多いアカガシの混生する全

体としてブナーアカガシ群落を形成する。 モミ，コハウチワカエデ，ウリハダカエデの高木を混

生し，シロモジ，オトコヨウゾメ，タンチサワフクギ等の落葉広葉樹がある0億木屑にシキミ，

ハイノキ，ミヤマシキミ等が多く，草木にはムラサキチンニンノウ，モミジガサ，ミ‘ヤマカタバ

ミ，スズコウジュ，ハイユトジソウ，チゴユリ等が見られる。

紫鳥山で注目すべき植物として，九州にまれに自生するチャ／チンモドキ彗また観山にみられ

るサワクルミ，下草に多レゝツクシガツワ，その他ハナカカシ，ヒメクマツリスゲ，ケスゲ，コウ

．
ロギラン，ムカゴサイシソ等があることを初島教授から御教示を頂レゝたが，チャンチ／モドキ，

サワグルミ，ツクツガシワ等を採集した。

シダ練物は登尾の明ケ谷，石橋観音の谷間，戎輔官軌楠八重の湊流に沿う一帯で，出水市側

；は定の段，樋の谷がその登庫として有名である。

分布上注目されるシダ植物としては，ヒノタニシダ，ヒノクニリーウビンタイ，シビイヌワラ

ビ，キノクニイヌワラビIムラサキベニシダIクHミノイタチシダ′ホソパヤブソテツ，サツマ
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シダ，アミシダ，オドリコカクマ，オキナワコクモウ，ホホノカワシダ等があげられる。

項上付近にはナライシダを始め，ナカミシンラン，ノキシノブ，シシガシラ，コノくノイシカク

マ，ホノバイヌワラビ，ダニイヌワラビ，ホノバトウケシノく等が見られる。

2． 植物群落

紫尾山に発達している主な森林植物群落の主要な標徴種と，その常在度及び優占度範歯は次の

第8泰のようになる。

第8未　紫尾山森林群落の綜合要約

群 ヤ　 ブ　 ツ　バ　キ　群　 臣

落

海
＼　＼ ．

標 徴 種 名　　　 按 （m γ

l‖ シ雄 藩 L j 了カガシふブナ群落

津 アカガシ弼 再 2 才嘉 顆

4 5 0 ・、4 2 0 4 5 0～1 0 3 0　 1 0 410～1 0 6 0

ヤブツバキ

A　 ヤ　 ブ．ツ　 ノく　キ

ロ　 サ　　　 カ　　　 キ

；l V　 十 一 l
l
l
「Ⅳ ’十 一 3
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l
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I
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1

i
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l
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1
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群　 落
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i Ⅳ　　 」－ ＿－＿＿＿＿、＿＿＿t j工
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l こ㌣ ＼　　　　　 群 ヤ　 ブ　 ツ　 バ　 キ
落

1　 シ・イ群落
‡　 ア カ＿ガ

　 海
I ．アカガシ群落

標　 徴　 種　 名　　 、堅 ‘（m ）　　　＼
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z5調査地179種よ少，24調査地26種にまとめたもの

（A一高木穏B－亜高木霹C一低木碩D－草木種）

これを見てもわかるように各群落にそれぞれ結びつくf，豆があって，お互に一つにまとまった社

会構成をなしている。 しかしよく調べてみると，非常にかたく露びついている護と，ある特定の

群落と結びついている種とがある。 後者の例はヤブツバキ，サカキ，ヒサカキ等の暖帯常緑樹林

特有のものであり，これらの地にヴラジロガシがあれ草木層にチジミササ，キジノオ，オオキ

ジノオ，クカサゴキジノオ等があげられる。

シキミ，ハインキ，ミヤマシキミ，あるレ中土シシガシラ等は海技450元以上の臥アカガシ群

落とⅢ2ブナ群落の両方に結びつhT分布してhるのでこれらをアカガツ弾藩とブナ群落を含む，

‡アカガシープナ群落の標徴護とした。

暖帯地の複雑な森林群落の解析は上記のように仲々困難であるが山姥地のシイ梓落，中磯部の

アカガシ洋港，及び山頂部のブナ群落、の三つの億群に区分される。 各群落別に述べる。

2－1シイ林

コジイーコノくノカナワラビ群落

わが国のシイ林植生については，組成上の単位として，鈴木氏は2つの群集に分類した，す奇

わち，九州，四同地方の海岸にみられるスダ’シイータイミン′タチバナ群集と伊豆，房総両半島の

山抑地帯にみられるスダシイーヤブコウジ群集で奉る。 さらに2つの亜欝篠に細分し，④イズセ

ンリ9ウ． 亜粁施・⑲モチノキ亜群集とした，スダシイーイヌ∵ヒン・リョウ，ホソノくカナワラビ、コ
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ノくノカナワラビを識別種としている。

調査地は山鮮βの畳屋から徒歩約39分渓流沿いの明ケ谷から小滝の付近である，10（jガの

方形区を設けて棺生の調査を行った。

シイ林群落の発達する山琵部は，伐採，植林などの人為的影響をうけることがきわめて多く，

現在も伐採が続けられている。

シイ林に結びつく標徴鐙を常在慶とともに示せば第9表になる。

第9表コジイーコバノカナワラビ群落（海抜高240－4’20m誉尾7ヶ所）

高木層（8吼以上）

コジイⅤアオガシⅤアカメガシワⅣイスノキⅢ

亜高木層（2－8m）

パリバリノキⅤヤマビワⅣイヌビワⅣヤツデ瑚モチノキ韮シイモチ韮

低木層（0．5－27花）

アオキⅣイズセンリ，ウⅣ

草大層（0．5乳以下）

コノてノカナワラビⅣアリドゥyⅣ－フユイチゴⅣギヤマトベラⅢセノウ，ウ軋

ミヤケノコギリツタ韮サツマイナモ用コクモウクジャクⅡハイホラゴケⅢ

ヌカホシクリハラン狂ウラジロⅢ

暖帯の共通種としては． ヤブツバキ，ヒサカキ，サカキ，オオギシノオ等があげられるが，コジ

ィ，アオガシに次いで落葉高木のアカメカソワがよく成育している。

低木層ではイズセンリョウ，草木層ではコバノカナワラビがこの群落を特徴づけている。

伴生露としては落葉高木のカラスサンショウ，アブラギリ，ヤマザクラ，九州に稀に産するチ

ャンチンモドキや，サクラの樹皮に似て臭気の東レゝヨクノミネ′くりが点在している。 低木層には

ガクウツギが多く，渓流沿いの陰1還地には草木類，シダ類，コケ瀕或は革性の榎物が避雷である。

主をものにナツエビネ，ヤブコウジ，ノコギリシダ，ヤブメオガ，オオカクマ，アミシダも見られ

る。つる桂のも万に，暖地性のカギカズラ，イリガラミ，カラスウリ，サルナシ，テイカカズラ

等は谷間の稽物として特徴づけられる。 詳細蛇第10表を参照して頂きたい。

この群落の調蚕付近にあえる小滝（海技高300m）揉その名のように高さ約10訊，、巾約3

7花の小事レ里竜で，畢デ谷と千尋滝の中間にある。・ンイ林に因まれ昼間も薄暗く，常愛少ない愚富

怒涛汗上水しぶきは費に汗する登山者，采貴著の憩窺1苛として親しまれている。
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第10表　シイ群落　（コジイーコへノカナワラビ泣主二）
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アブラギリ

ヤ　マザク　ラ

ウ　　ノレ　　シ′

カナクギノキ

ア　ラ　ガ　シ

イ　ヌ　が　シ

コ　　ナ　　ラ

シ′　　ラ　　キ

ックノくネカシ

チャンチンモドキ

ヨグッミネノくリ

ハマクサギ

ク　　サ　　ギ

B　亜　高　木　層

ヒ　サ　カ　キ

ノてリバリノキ

ヤ　マ　ビ　ワ

ヤ　　ツ　　デ

モ　チ　ノ　キ

シ　イ　モ　チ

エ　ゴ　ノ　キ

ミ　ミ　ズバイ

ト　キ　ワ　ガキ

ャブムラサキ

シ′　ラ　ガ　シ′

カ　マ　ツ　カ

カ：／サフbウノキ

シ′　ロ　ダ　モ

木　　屑

ア　　オ　　キ

什）

1

（＋J

l

ヽ
l
／

l
l
′
▼
＼
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ガク　ワ　ブギ

ルリ　ミ　ノ　キ

ニ　ワ　ト　コ

ゴ　ン　ズ　1

リ　ンl　が　ク

ネ　ム　ノ　キ

ヤナギイチゴ

コ　ノくン　ノ　キ

D草木層及び真性

オオキジノオ

クカサゴキジ′オ

アリ　ド　ウ　シ

ミヤマトベラ

セン′リ　g　ウ

ミヤマノコギリシダ

サツマイナモリ

コクモウクジャク

ハイホラゴケ

ヌカボンクリ′ヾラン

ウ　ラ　ジ　ロ

ノコギリシダ

ナツエ　ビネ

ヤブコ　ウ　ジ

ヒ　ト　ツ　ノく

ヤ　ブメ　タ　ガ

マ　メ　ゾ　タ

オオ　カ　グ　マ

、ア　ミ　シ′　ダ

シ′　シ’　ア　ン′

クリ　バ　ラユ′

十

　

　

十

　

　

十

　

　

十

十

十

　

　

十

＋



彙　調査区形の符号． g＝低山部　　　m＝中腹部

衰　カッコ内の数字は若い個体で，本末到達するととができる階層に達していたいものの

優占度を示す。
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8－27カガシ林

アカガシ群落

鈴木氏は日本の内陸山地の多湿地帯にみられるウラジロガシーサカキ群集を2分しその一つ

のツクノくネガシ亜薪集の織別種としてスダシィ，ツクバネガ巧及びアカガシをあけてレlる。

との調査地は千尋粍付近と尾根筋の9ヶ所のを10xlOmの方形区で調査した。 47種を確

認するが，シイーコバノカナワラビ群落に比べ種数数が少ないことは中腹或は尾根脇としての乾

凰日照不足などの条件下で植物の生育に不適当であることを物語っているこ

アカガシと強く，結びつく種は高木屑でヤプニッケイ（Ⅳ），亜高木屑でオンツツジ（Ⅳ），

革木屑でミゾシダ（Ⅲ主シラガシク（∬），ペエシダ（Ⅱ）である。
（）内は常在度を示す。

との中腹部のアカガシ林と山頂部のブナ林の両者に共通して分布する亜高木層のシキミ（Ⅴ）

ハイノキ（Ⅳ），低木層の書ヤマシキミ（Ⅳ）をⅡアカガシープナ群落の標徴程とした。

伴生種としては，高木屈にイヌツゲ（Ⅲ），ユズリハ（Ⅲ），ハマクサギ（Ⅱ），イヌガシ（

I），亜高木屑にカナクギノキ（Ⅲ），シラガシ（Ⅲ），ヤブムラサキ（H），イヌガヤ（丑），

ミズキ（I），ヤマサクラ（I），カクレミノ（I），シ′ロモジ（I），低木屑にガクウツギが

多いのが目立つ，次いでルリミノキ（Ⅱ），イズセンリョウ（I），ビロウドイチゴ（I）で，

葛木屑やつる性ではサルトリイバラ（Ⅳ）が優占しヤマイモ（∬），ツルコウゾ（五），サツマ

イナモり（I），ミヤマミズ（I），サカキカズラ（I）等で各層の秤顛数は極めて少ない。

千尋穐（海扱高5007花）は砂岩からなる高さ約32mの滝で，周嵐の新緑の森林美と岩上か

ら流れ落ちる旋律的な躍動美との調和は見寅を光景であれ感歎の声をもらすのみである。 滝つ

ばは水煙に包まれどうどうと落ち亡んで居る。 山頂の眺望と共に紫尾の名所である。

踵には秋に白い花が美しいダイモソジソウ，ウチワダイモンジソク，モ喜ジバダイモンジノウ

が群生し，ミヤマクエリノ㌔ツクシネコノメソク，ミヤマナミキ等や各種のコケ類が見られる。

滝下を渉少急傾斜を登力再び滝の上に出ると霧島連峯が遠望され眼下にニ三重の樹海が展開

する。約30分後には杉林の中のナ≠シダの群生を見ながら尾根勅に出る。 海抜高800叫． こ

の辺一帯は大きを高木は見受けないが，亜高木層としてユズリへツノくキ，サザンカ，ヒサカキ，

ヤブニッケイ等の常緑樹や，ウリハタカエデ，ヨタソミネバリ，シテキ，シロモジ，ツリバナ箪

ゐ落葉樹が混在している。低木屈にシキミ，ハイノキ，ヒサカキ等が目立って多いようである。

暖帯植物区の中，上部畢素としての7カガシ林性その林中に含有する種類も多く，複雑であれ

ば，今後数多くの訳査区の設定によって研究を進めたい。 （第11表参照）
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法－3ブナ林

ブナームラサキテンニンノウ群落

ブナ林は，わが国温帯の代表的な落莫広葉樹であ少，北海道から九州に到るまで広く分布するl

カi高限山のブナ林は矯形とを少貧弱を林相を呈してhるが，紫尾山では樹高25Ⅱ灘膚直径1m

に達するものもあ少旺盛を生育を示している。

紫鳥山のブナ林は山頂部の海技高1，000m以上に北北西及び北西に画して尾根筋にかけて発

達してhるが，本調査は山頂部に8ヶ所の調査区を設定し10×10mの方形区で調査した。 種

類数53軽よカブナームラサキテユ′ニンゾウ群落の標徴樺として9啓を決定した。

ブナを優占してモミ，ウリハダカエデ，シロモジⅠオトコヨウノメ，タンナサワフタギ等の高，・・

亜高木屑があれ次いでシキミ，ハイノキ等が多く，茸木屑ではムラサキテン＝ンノウの群落が

目立ちモミジガサ，ミヤマカタバミ，チジミササ等が多い，ブナ二ムラサキチン＝ンソウ群落と

した。

鈴木博士は，ブナ林を乞二埠）群集に分蔀した。 即ち日本醇側に発達するブナーチシ‥マササ群集

と太平洋側におけるブナースズクケ群集であるカ． 稟尾山のブナ林では竹笹森を全然見受けない

のは大きな特色である。

伴生種としては高木暦としてカナクギノキ，シテキ，ウラジロカツ，丁カガシ，ヤマホウシ，

亜高木屑には専ズキ，・コハウチワカニデ，イヌガヤ，ヤマザクラ，ベニドゥダレ，ツリバナ等が

点在している。

高大厨はブナ林の巨木が優占しているのに比べ，亜高木屑以下では後継種が少なく，暖帯常緑

樹の植生が発達しつつあること（塩前時代にこの地方に発達したブナ林が現在粟屋山に於いては

山頂付近という特殊を環境に残存していることを示すものであると追氏は指挿している言とのこ

とは今後のフナ林の保護育成という立場から重要夜間昏ではなかろうか0ハ・1

次に尾根脇を中心として南東側即ち宮之城側はヤブツバキ，ササキ，シキミ，ハイノ． 寸等の常

轟租が多く，ブナ及び落莫樹は少恵いが，北西部即ち出水側は常線樹が少く． ブナを中心と▼して

シ′ロモジ，ウリハダカエデ，オトコヨウゾメ，ベニドゥダン等の搭乗樹が多く，畢木屑もムラサ

キテンニンソウを僚占してモミジガサ，ツクシが・ソ，ミヤマカタバミ，シコクママうナ，ススコ

ウジユ，ナツエビネ，ヤマルリノウ，七㌧フカサゴケ等豊富であり，これらが対象的であることに注

己したいe

ブ＋林の南限地としての紫尾山は植物地理学上の多くの問題を内蔵して居少，今後の研究によ

って多くの盈実を明らかにし別ければならないと思う次第である（第12表参照）
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l
豊 13 1乏 15 115　1

ヒ　メ　ウ　ワノくミ　ノウ

コ　　ガ　　ン　　　ピ

セ　ント　ウ　ソ　ウ

キ　ク　バ　ム　グ　ラ

マ　ツ　カ　ゼ　ソ　ウ

フ　ク　リ　シ　ズ　カ

ミ　　ゾ　　シ　　ダ

シ　シ　ガ　シ　テ

ハリ　ガ　ネ　ワ　哀ご

種　　　類　　　数

I l　＋

－　」　」＿＿

染調査区の地形の付号r＝山腹の上部または尾根部

染※カツコ内の数字は若い個体で本来到達することができる階贋に達していたいものの復古

度を示す。

6　結 合

1．紫尾山の植物群落は次のように許別される。

ヤブツノくキ群目

・Iシイ群落（コジイーコバノカナワラビ群落）－低評

者アカガシーブナ群落

乱丁カガシ紆汚一一Il‥1－1一一一‥l・一一一一l‥－l一一串乱

Ⅲ2ブナームラサキテンニンソウ群落－一一一一高部

2．これらの群落につ‘いて夫々の分布及び組成を明らかにした0

3．シイ群落は街に複姐豊富な樽物布を形成している0

4．各群落に共通種が多いことは，暖帯植物区に於ける梓徽種の決定等に拇難点が多Lへ。

5．ブナ林は林床に竹笹類を欠き，草木が多く，第2層以下のブナの発生か極めて少ない。 この

ことは． 今後ブナ林の保護育成の必要をみとめる。

我等D象徴，紫鳥山の種物の概要が理解出廉たことは真に本意とする釣である。 大自然の複

雑，妙味は計少知力得ないものがあるが，これを板金に駈係各位の脚叱正を頂きよカー僻完全

－39－



なものにしたい。

厨後に研究の期間屯層1協力を頂レ1た同じ職場の先生方に対し匪許します。

私　の　自　然　観

森山紀子

花壇に咲いてhる美しい花を，又路傍に咲hている草花を見る時，たまに偉大な自然の営みに

ハッときせられることがしばしばある。あんな小さな種子のどこにあのすばらしh花を咲かせる

生命力が潜んでいるのだろう。

ある時は風に吹かれて飛んで散れ又みる時は，Lへたすら坊主の靴の下にむざんに踏みしだか

れ，その生命力ももはや絶たれてしまったように思われるのに，翌年になると，春の芽を吹き出

し，私達に春の訪れを告げてくれる。この宇宙の時代に科学的な世の中に，まだ未解決の自然，

神秘的な自然，時には驚異さえも感じさせられる自然。今までぼんやりたがめてきた自然も，一

応，－過少の生物を学んでみると，何んだかその生命力としへうものをつきつめてみたいような気

がする。しヘヤ自然なんて，人間の追求するに及ばなh遠h遠い次元に，あるhは過去に存在する

のかも知れない。しヘヤ遠い遠い大昔から果てしなく長い生命力を持つところの次元と言った方が

良いかも知れたh。ある時は人々を紛わせ，ある時は喜びを与え悲しみを与える。その道は大き

く右に曲がったカ左に曲った少しながらも，結局は十つの大きな道を進んでいる。

人間なんで，とうてし1及びもしない自然の手の中で，LTまさら，闘ったれ泣いたれわめい

た少して何になろう‘か。どうせ一つの大道を行くのたら，皆ん夜仲良く手を取力合って進んだら

レ丸ハじゃをhかと思う。この悠久を自然の下で明日に生きる入間，もう少し自己を大切にし，自

分の芽を伸ばしていくべきだと思う。
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自　然　に　思　う

中山幸乃

近頃，山や田畑がどんどん工接や住宅地に変えられてhく。修学旅行の針，山場不縁や東海道本

線の沿辞で，山膚を計れ山の中腹まで住宅が建てられているのを見て，私行とてもがっかりして

しまった。蝕も工業化が進んで日本の臣が発展することを望まないわけで技たしノー。，日考尋封玉士が

狭いから，山の］哀上まで利鼻汁なければならをhこと寝，良く知ってし1るからだ。し：：71し，そびえ

立つ山の莫Lも田畑の風索のg）どか甘塩私達の心にゆとカをもたせてくれるもごてある。

川にダムを作って発電する。そのために，工業化か華も⑦恨喜ばしいことである。しかしその前

に，川の水量が減少泳ぐことすらも出来をくな・－、てしまうことを考えてもよhと思う。幼い結．川

で魚をつったことも，今・烏たたク堆い出だけになってしまった。t私達に心り少とり衷もたせてくれ

た山や川，あるいは，鳥たちまち今は，騒がしく在った私達の家rうまわ恒Cは，飛んでこなく念

った。弧鳥の声で沢をさますなどという楽しみを，私達から馨しへ去ってし1くもrJ法れつたh何な

のかe

私はこれまでずっと田舎で生まれ，田舎で育ってきた。、だから都会に住んでし1る入よjフも，自然

に接する麟会に恵まれていた。それでもれし1頃よう謀在は世間が鞍がしくなって，子供達もわらべ

歌を忘れ，楽しい独創的な書ひ．をLをくなった。そしてテレビを見て，その真似たけなするという

非人情な遊びをしてしつる。子供達からそれらを耳′ウ上げたもの瑞しつったh葎なJ′1jか。

私はもっと政府の方で自然を保謹すべきだと思う。工協を建てるなどとhうので虻たし1。
、

もっと計画的を確固たる意蘭をもって建設して欲LLへグ）であご。住宅地工場地，自然保蕃地をは

ゥきカと，区乱して束しレ垂jを作ってもらいたいのである。もちろんそのために（寸私達も協力しな

ければならないことばhうまでもをh。
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私の仁j然

l‥‾‾：‾‾‾‾…‾‾‾l‾‥‾‾－‾‾’一一‥‾‾－‾‾‥‥

堀之内淳挺

静かに明けてゆく軒だらけ。 空を真っ赤にこがす夕焼け。 またどとう渦まく荒披。

巨然は人間にとりて父であ少母であ舛中である。 時に打ちひしがれたものに勇気を，まよって

いる者に決意を－茨を流すもGに夏を授けてくれる。 初春の若芽は生命のhぶきを，夏の太陽は

生有の防しまを。秋の空は生命のなごみを，冬の雪は生命の靡しきを教えてくれる。

我々は生物の捜菜を受けて，生き物の巧妙享に驚いた。 また，その中に出てくる生き物は全て

生のために必死の努力をしていることを学んだ。 それにくらべ，我・々人間はどうであろうか。 欲

にかたまった人鴎生の喜ひを知らす，よれ以上の生活を，歓楽を求めようとしている。 いつも

足ることを丸らかへ、

自然払私達にとって人生にいろいろなことを教えてくれる。 私がこれまで自然の思しきと，

偉大さと，あの美しい夕焼けををがめて感じたことはこの桑であった。

ノ′′
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前　田　正　義

（－）ま　え　か　き

紫鳥山はンダ植物の援庫として知られ． 県内外ふら採集者が多い。 中封に，條絡敏一甘亜紀（時

代不詳）の占い地凰　複雑な地形，そして重富別封雨量とし1う好条件（⊃下にシダ植物は林床や涌谷

におう岩壁，樹幹によく生育している。

紫尾山のシダという場合，その全貌を諒経に調査しなければならないが極めて急峻で複雑な所が

多く，その調査雷至駕であることがわかる。 従来，出水市走之段付近を中心とするシダ類や各種類

別の一部の研究は可成力詳細て夜されているが，紫尾山のシダ魔物としての総括的な研究に就いて

か記述揖少たいように感じた。

昭和37年．各月，宮之城高校赴任以来紫竜山の植生の調査研究とともにシダ類の採集を試み標本

を整理する中で中間報告的を立場で統括する必票を痛感し，分布上注目すべきシタにはどのよう夜

もむがあるか，生態的な立瘍からの植生とシダとの関連性はどうカ。 叉桜本を中心として総目顔を

作成して，科別　その他の分析を行うことによって今後の研究の一助とした。

紫尾山の範笛をどこ－までにするか甚だ田鹿であるが，宮之城町登鶴　泊野を中心として低田町紫

尾，出水市宏之段の範頭とした。

複雑な地形であれば調査も不十分であるが今後の調査研究によってよカ完全なものに仕上げたい

し，関係各位の切なる間叱声を賜わりたい。

（ニ）分布上注呂すべき東尾山のシダ拒物

㈱！ 紫尾山を原産地とするシダ柏物（type roc811y（タイプ． コカリチーう）

庄）ホソバヤブソテツ　CYrCI〔止uL二と　王icokeTiF1ユ1ユrj（Pr）〇． 1コn．

このシリ廿お争佐郡，姶良狐　落掌郡等に知られているが，間代滋売氏が藤津の紫産山で撰

集した誓本によ．り，C． LuerSEen　氏が1883年にP、〕1yrlこ〕まiL〕n rT・′∃（11ユゴーy′汁TlLLL．

と合名し，Hosobayat〕nCjteい鈍L　という利昭歳∴叶自主㍉甘代喜大鳥烏バ‾受戒半紙高鳥

によ恒号発見され上記の学名√・正体が明らかにされた。

定の段，平八愚　意尾に分雷する

①　ムラサキベニン〆　PryOT er Lご　purpリrCl∴J＋丁∵一言；ど丁勺

べニシダに似ているが葉柄と中軌が紅暮色を呈する〔蓑色甘べ∴シノ子で甘虹技色で車売高

．．
・‾‾・．．．

11L鮭　‾・．

・．・．



あまり長くない三角形，薬先は念√C朝くたる。 有鉛「、受：∴稀に浄㌻る。

③ヒノタニシダPterisIJ己∴aSiコ三叩TとまgaWa

常緑性。 大きな薬は長さ17花に達し． 尭柄は黄身とほほ伺良，中軸とともに赤褐色又は紫

礪色をおびて光沢がある。 出水市樋の翁． 湯川内，流合に分布するが，紫尾山東部の鶴田町

東尾（幕尾温泉附近）の谷間で採集した。

（㊨シビイヌワラビAtnyrllユmKeIlzO－SatakelKura＿tra

1957年出水市定の段付近で佐竹健三氏によって発見されて以来，紫尾山の特産品とな

った。 定の段の他に鶴同町大俣で採集した． 、

⑧ンビカナワラビAraCnIliodesBekiana＿Sp． nOV．

日置正臣氏の発見されたものであるがオオカナワラビに近縁の新種である云藻質がオオカ

ナワラビよカ軟かく，ミドリカナワラビと同様の革質を帯びている。 達の段で見出された。

（むシビイタチノダ

登尾にち少未発表のシダである。

②ンビイワへゴ（DryopterisxshibisanensesKuraもa． ）

イヌイワへゴとツクシイワへゴの雑種

（21珍らしいシダ植物

⑨サツマシダTecねrlaSlnliChlng

1934年に新敏夫氏によ少，樋の谷で発見されたが，最近は乱種されて同所には殆んど

見当らない登尾の入口の谷で10株を確認するが鶴田町紫尾大俣に稀に産する。 緑陰中に

生々と淡黄の勝った縁の独特の形結実に美しい。

⑨ヒノダ・＝リュウビンタイAngiopterisf。 kieIISisfiieroIl

リ1ウピ／タイに似ているが，小羽片に下行偽陳が全くない。 宮之城堂島鶴田町紫尾大

保等に群生している。

⑯キノクニイヌワラビAt上1yriuInE；ibvicolaTagavaver． KinokunienSe

シピイヌワラビと共に出水市定の段で採集したが，紫尾山東部で束だ確認していない稀産

品である。

⑭キュウシュウイノデPolys七二C上1umki11SluenseTagaw3

常緑性。 菜は真意1・針叫仁達し． 羽片の長さは15cmはかわ。 業身の先のほうは突然狭く

なって穂状にのぴる。

⑩アオクキイヌワラビ

AthyriunvITldeSCen七ipesKuT－ata． spncv．
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タニイヌワラビに似ているが喪身が一般にはほ三角形を表し葉柄から兼軸下部は淡緑

色で紫色を欠ぐ，定の段にみられる．

⑲オトメイヌワラビAthyriumsubrigescensHa． yata

台喝，屋久島に分布し某身が長円塙，中融と羽軸は淡緑色。 ′」、羽片は卵状長円形で先端は

鈍頭のものもある。 其質は薄くやわらかくクニイヌワラビと類似している。

城戸氏が1965年1月九州本土窮1号として発見した。

⑭ムラサキオトメイヌワラビ

AtnyriumsubrigescerlfSflaYataver・purPuraSGenS

屋久島特薗オトメイヌワラビよカ大観菜がやや硬く，羽片の巾が広く，小羽片の切込

みが浅く，厳片に褐色味の深いものである。

アリサ／イヌワラビ×ホウライイヌワラビの中間的なもの。

⑱オキナワコクモウクジャク

Dl手iaZ1unvlrescensKunzever、SugimotKu－r∂ta

1962年末倉田，城戸，山中，乙益，杉野，松林の諸先生と採集した時に本土に於け

る北限自生地として確認された。

⑲クロミノイタチシダDryopterismelanOCarpaHayata

前者と共に九州本土に於ける北限自生地とされている。 石橋観音への入口で採集した。

㊥メズランクマワラビDryopterlErarlssimaK＿1ユTata

定の段と鶴田町天保国有林に1株づつ発見されている珍品であるが，大口市の山中氏が鶴

田ダム近くの求名村で本シダの第三番目の整地を発見された。

⑱ミゾシダモドキTheiypterisorneienSis（Bak）C上〕ing

常緑惚根茎は壇く夜レも鱗片と毛を生じる。 下部1～乞対の羽勘は著しく短くなる。 植

物全体に毛がある。

⑲ヤワラバチジョウシダPterisnaもiensIsTagaw8

ハテンョウシダに似ているが，某は4、さく，葦凰うすh鮮線色． 羽片は2～5対，羽片

や裂片は長吉のわりに巾が広く，下部の裂片，掛に後側のものは著しく触かくなる。

（3）南限に近いもの

・勧ヒロノ、ナライシダ

LeptorumDhraSlno－Miquelj・e－ne（Cbing）． TegalⅣ∂一

夏綴性の寒い地方のシダであカ紫尾山の頂上付近に稀に産する。
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㊥　ナカミンシ’ラン′＋∵ic∵もカニ1∴主．Fuヱ・二1土11し、ユ　ニ1－㍍一法⊥n〔〕

常緑性兼は撒くて厚い，表音∵2某で溝榔透る。 項上部の樹幹に讃生している。

鞠　サイゴクイノデ　Poユ▼ySt土C＿huⅡユ　‾PSeud＿〇一mオklnoi TagaWa

素は大きくて，長さ17両こ達することもあカ，表面に光沢好なく，鱗片は縫い黒褐色で狭

く，光沢少かへ。

ご＄ノ　ダ／ドイヌ　ワラビ

Athvril皿　brと呈ngulum Tagalm fc）rm． Vlrlde Kurata．

サ　ギフベニンダ（ウスバサイゴノブニシダ）

CrycJpもCl’is C上13⊥＿〕p土Onl（BeIlも上1）Cnlng ver． tenuifroTユS

H． 工tC

（三Jシダ分布についての考察

射宅山の植生及び椴物群落について，山鐘，中腹，］見上付近の群落調査を実施したのでその結

果から積年とシダとの関係を検討する。

幸産山は山謹，中腹如け暖帯性の諸株樹林からなカ，山頂執ゴブナ，ソロモジ等温蕎性の港菜

寓林からなるが，山滋部から頂上部まで共通して分布するものにヤブツバキ，ヒサカキ，サカキ

等とともに林床にキジノオ，オオキジノオ，タカサゴキジノオが見られる。

出H」藤吉β（コノイ群落）

調査地は宮之城町費尾の明ケ谷，小滝周辺であるが，コジイを主とし7オガニ／，イスノキ，

イヌビワ，ハリノくリノキ，ヤマビワ，モチノキ，アオキ等の常緑樹林の碑石にニ・ノりカナワラ

ビを中心としてノコギリシ〆，オオカグマ，シつンラン，ヤブソテツ，イワへゴ，ミヤジマン〆，

産ニイヌワラビ，へランダ，カタヒバ，ホラシノブ，アミシダ，マメック等の苫徳性のシダが

凍流沿いに豊富に見られる。林床の明るい所にはコング，ウラソロ等が群生し，ゼ／マイ，カ

ニクサ，フクビ，ヒメワラビ，イワヒメワラビ等の豪放性のシ′ダが多い。

林匠榊勿としてのシダが軽油たけでたく，檀醇的，出現産拙て多ハのは山遺蔀が空中湿度

全林未の照度だけで貴く，すべてむ環境か通しているからできろう。

朝・中鹿部（アカガン群落）

登尾の千尋滝から尾根筋の中隊舘に於いて忙了カガシ，ヤフニッケイ，オ／二・一ツジ，シキミ，

ハイノキ等J林旗艦淀シシガシテ，ミゾシダ＼シラガンタ，ベニンダ寺が主とt，ノて多いのが目

立つ，叉Lype10Cali七γとしてのムラサキべニシダが稀に産ナろ。

乾燥しがちな林床であれば個体数も少ない。
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（3）山頂部（ブナ群落）

ブナを中心としてモミ，シ′ロモジ，ウリハダカエデ，ユパウチワカエデ，タンナサワブタギ

等の樹林中にムラサキテンエソソウ，モミジガサ，ミヤマカタノぺミ等の草木が多いが，、シダ類

はシ㌢／ガンラ，ミヅシダIハリガネワラビIヤマイヌ’ヮラビ，アリサンイヌワラビ，ミヤマノ

コギリンダ，ヌカイタケンダモドキ，キヨクキシダ，コノミノイシカグマ等がみられる。 温静性

のヒロバナライシダも稀に見られる0樹幹にはナカミン． シラ／やオオクボンダ，ヒメノキンノ

ブ等がある。

（四〉紫尾山シダ植物総目録

この目釦1962年以降，採集した標本を整理した結果を骨子としたものであるが，踏査し

た地域は宮之城町登尾の石橋観音，明ケ谷，小滝，千尋滝周辺を中心とし泊野，鶴田町衆尾及び

出水市定の段である。

紫尾山のシダ植物についての文献はなく，春軋正道氏の鹿児島県羊歯植物（紫尾山周辺）があ

るが，現在に於ける総括の必要性を痛感して，調査不充分ではあるが今迄の成果をまとめて見た。

完全な目録とするには今後の積極的な調査研究にまたねばならなレも

採集場所や高度など記載すべきであるカも東部を中心としている為に今後の広範用の調査をま

って今回は省略した。

本日鍬てあげた種類数は188種である。 用い・た学名は主として行方沼東，倉田悟共編の日本

産シダ植物総目録に準拠した。

◎　分布上注目すべきシダ

○　やや稀をシダ

擬　未採集のシダ

‾L　トクサ科

1． スギナ

芝　ヒカグノカズラ科

2． ミズスギ

3、‘ピカブノカズラ

五　ト　ウグシ㌧べ

’5，オニトウゲシ㌧べ

目　　　　　　録

Equisetaceae

EquまSetはⅢ． arVenSe　工．．

Lycopodiaceae

Lycopodiun Cernuu正　し．

LyCUpOd． iuIn Clavaもum L．

Lycopod－ium SCうrratumlThunb

Lycopodユum Serratun－Tbunb
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6． ホソノくトウゲシ㌧べ

07，． ヒモラン

名　イワヒノく科

※8，タチクラマゴケ

9． カタビバ

1．0． クラマゴケ

11．4　ワヒノく

4． ハナワラビ科

1乞． オオバナワラビ

13． フユノバナワラビ

5． リ1ウビノタイ科

◎14・． ヒノタニリ1ウビ／タイ

15． リAウビン∵タイ

G　ゼ／マイ科

1丘　ゼソマイ

17． シ′ロヤマゼソマイ

7　カニクサ科

18，カニクサ

a　ウラジロ科

19． コシダ

20． ウラジロ

a　コケシ′ノブ科

※21． アオホラゴケ

乞告． ウチワゴケ

2臥　コウヤコケンノブ

Ver． 10ngePetiola七un・Spring

L． serratum　でbunb

Ver． Tbunbergil Makino

L． Sieboldii Miquel

Selaginellaceae

Selaginella nipponica Fr． e七　Sav．

S． pa・chysもaCnyS KoidZ

S． remoもi f01iEi Spring

ver． j aponiceL（Mig）Kbid－z

S．
tamariscina（Beauvム）

Spring

Botrycbiaceae

Botrycniun japOniclユm（Pr．）Und．

B． 七ernatum（Thunb．）Sw．

Angiopterldaclae

Angiopteris fokiensis Hierop

A．
1ygodiifolia＿　Ros．

Osmund． aceae

Osnundaceae

nenasium t）anksiaefolium（Pr．）Pr．

Lygodlaceae

Lygod． iu皿　japonlcum（ThunbJ Sav．

Gleicheniaceae

DIcrarユOpteris line8rls（Burm． f）

Und． ver． dlcnotOna（Tnunb．）noltt．

往1eicneniaJapOnica Spr．

aynenopkyllaceae

：．：rePidomaneS insigne（V． d． Bosch）

Fl＿1

GoユccOrmuS nihutus（Bl）Ⅴ． ま． Boscn

nymenophllum barbaもum（Ⅴ． 且．． Boscb）
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畠4． キヨスミコケシノブ

的． ホソ′くコケシノブ

26． ツルホラゴケ

27． ハイホラゴケ

18　ワラビ科

zS． イワガネゼノマイ

29． イワガネノウ

30． イ　ヌ　シダ

31． ＝「バノイ　ンカクマ

32． クスゲコパノイシカクマ

33． イワヒメワ　ラビ

034　エダウチホノダウシダ

35． サイゴクホ／クワシダ

036． オドリコカクマ

37． フモト　シダ

※38． インカグマ

3臥　クチシ′ノブ

40． オオバノイノモトソウ

※41． マツザカシダ

42． アマクサシダ

43． オオバノバチジョウシダ

44． オオノソアマクサダ

0415． ニシノン、チジ可ウンダ

46． イノモトノウ

◎47． ヒノタニシダ

MecorillL1「Yl・・‾〕11養∴与Oru皿（MakillC）競．IもO

M．po⊥yantno＄（Sw． ）Copel

Vandenboschiaauriculaもa（Bl． ）Copel．

Vandrenboschiarad＿icans（Sw． ）Copel

Ver．0rlentalis（C． Chv）B． 工もo

Pterldaceae

CoIユiogrammeintermedia已ieron

C．japonica（Thunb． ）．Diels

Denrsもald．ti∂nlrsuta（Sw． ）Metも、

D．scabra（Wa＿11． ）M00re

D．scabra・（Wall）Moore

for江㌧glabresce工1S（Cヱ1ing）で∂gaW∂

Eyp01eplspunCtata（Thunt）JMett．

LindsaeaC上1ienii｛）bing

iJ．JapOnica（Bak）Diels

Microleplai2ju－peninsulaeKur∂ta

SpnOV

lA．marginata（PBnZ・er． ）C．Chr

輿・Strigosal（Tnunb）pr・

OIlyCniumJapOni〇umKu－nZ曽

PterlscreもicaL．

P．creticaL．

ver．altI0－1ineata． Hook．

P．disparKu・nze

P．inaeqlユalisBaker

Ver．aequ∂・ta（Mlg）でagawa

P．inaeq． uallsBaker

Ver．SinpllciorでagaⅥrO

P．kiuschiuenSisHlerOn

P．m協1tifi，daPolr

P．Nakasima＿eTag∂Wa
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◎，48． ヤワラバチジョウシダ

49． コハチジョウシダ

50． オオアマクサγダ

51． ナチシダ

52． ワ　ラ　ビ

53，ホランノブ

11． ンノブ科

54．． シ　ノ　フ’

12． キジノオシダ科

55． タカサゴキジノオ

56． オオキジノオ

57． キジノカーシダ

1a・オンダ科

辣58． クスヒメワラビ

59． ウラボシノコギリンダ

◎60． シピカナワラビ

61．7リザソイ　ヌワラビ

62． カラクサイヌワラビ

◎針孔ダシドイヌワラビ

64．． ホソバイヌワラ　ビ

◎65． シビイヌワラビ

66． クニイヌワラビ

◎67． キノクニイヌワラビ

P． naもiensislでagawa

P． OShimenSis　王iieron

P． semipinIlata L．

P． Wa11icniaIla＿　Agardh

Pterid． ium aquilinum（LD Kuhn

Ver．，Pubescens Und・・

SphenOmeris crluSana（D Copel．

Davalll∂Ceae

Davallia Mariesii：M00re

Pla－glogyrlace∂e

Plagiogyrla adnata（Bl．）Be（ld・

P． euPhlet）ia（Kunz． e）

Met t．

P．
J8pOnica Na▼kal

Aspi・di． aceae

AcystopもerlsJaponlca（Luerss・）

Nつkai

AIlisocamplum Sbeareri（Bak）

Ching

ArどIC虹1iod． es Heki3na Kurata sp． 刀011．

Athyrium arisanense（nayatO）

でagaWa

A． clivIc01a TagaWa

A、　　　　　frangulun Tagawa f．0rn．

Viride Kユrata‘

A，　　　　　　1searlu皿　Ros

A． KenZ0－S∂take Kurata

A．． otop上10run（Miq．）Koldz．

A． sllvic01a TagaWa Ver．

kinokuniense（Kura七a）Kurata．

Staも． nov．
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1、968． オトメイヌワラビ

◎69． ムラサキオトメイヌワラビ

7（）． ヤマイヌワラビ

！◎71．7オタキイヌワラビ

7B． オオカナワラビ

73，ホノノくカナワラビ

摘． オトコツダ

75． ミ　ドリカナワラビ

76． コバノカナワラビ

77． オニカナワラビ

斉78． リヲウメン∵／ダ

79． シケチシダ

80． タカオシケチシダ

81． シラガシダ

82． カツモウイノデ

83． ホ　シ　ダ

084． イヌケホシダ

85． ミヤジマンダ

86． オニヤブソテツ

87． ヤブソテツ

碁88． ヤマヤブソテツ

匂89． ホソバヤブソテツ

90． イズヤブソテツ

091．7ミリダ

A． subrigescens　ヨayata

A． Subrigescens tlaya七a ver．

purpurascenS Eurかta．

A． Vldalil Nakai

A． viridescenもiPeS Kura ta．

Sp． nOV・

ByrSOpterls　∂＝1abllil s MortCn

B． ari statal＼．40Tも0＝1

3． 8SSBnica MOrt On

B． nippoIユica Kur∂七ら

COTnb． コ0V．

B． pSeud一〇一台－rl stata Kureta

B． sinplelclor Kurata

Ver． naJCTへ　Ku－rEコもち　COⅡlb． nov

B． S†′andi snli MorもOn

CurnopleI’is・三ecurreTlti－81ata Nakai

C． ・　　　　　　　　decurrenも1－81ata11akai

Verこpllc、Sellと）B． 工もc

CteTユitis†JtaXimowic21iana Ching

C． ・　　　　Gut梢1and． ulo sと）一　Ohing

Gycl0SOruS． 8Cuminatus Nakai

Cyclosc）rl S d＿ent8tuS Cning

CyrもOmium Balansae C． Chr．

C． falcaturl

C． Fo rtu．nel J． Snith

C． 甘0rtuIlei．J． Snlth ver．

〇1ivlc01a l：a吾aWe

Cyr oエ11un H00ker anlユn〔∴・C胞r．

C． atropunctatun Kurata

Dicty〇Cline G－rlfflも上1土1‾主・ノ圧的re

Ver． Wilfc｝Tdil　ユLJ400㌻e
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92． クワレシダ

93． シロヤマンダ

94．． ミヤマノコギリ　シダ

95． キヨタケシダ

96． へラシダ

97． コクモウクジャク

98． ニセコクモウクジャク

399． オキナワコクモウクジャク

100． ノコギリシダ

101＿　ノワヤシダ

10乱　イワへゴ

108． イヌイワへゴ

※1041． ヤマイクチッダ

0105． サイゴクベニシダ

◎106． ギアべニシダ

107． ツクンイワへゴ

108． ナチクジャク

※109． オオクジャクシダ

110． べニシダ

111． マノレベニシダ

11乞． ヌカイタチシダ

113． ヌカイタチシダモドキ

114．，クマワラブ

115． イワへゴモドキ

il・エア、Zilユn eSPuleTlもum Sw．

D． haCnlJOenSe Nakai

D． Mettenianum C． Cnr．

． D． squelmlgeruIn　地もSumuTa

D． Subslnuatum Tagawa

D． vi r esc ens Kunze

D． vl ressens Kunz，e

Ver． COnter皿inum Kurata

D． virescens Klユnze Ver．

0kin．aⅦ〕eIISe Kurata

p． WIGnurae Dieds

DipI，aZlopSis CaVaユeTlana C．ChT．

Dry（？ pteris atrata Chlng

D． 曇もr8t凋L Cトhing

form． cycadina Na皿egata eも　Kurata

C。 mb． nve．

D． bisseもiana C． Chr．

Dryopterls Chanpionl C． T nr．

ex C上ling

D． Ch∂II甲ic）nl C上ling

Ver． 七eIluifronsIi． 工tO

D． ccつmmixta　で8gaWa

D． decipiens O． KuntZJe

D． Dickinsii O． Chr．

D． erytbrosora　0． －mntze

D． ・　　　　　fusclpes C． Chr，．

D． gymnosora C． CIIT．

D． indusi ata Maklno eも

YaIna罠〇七o

D． 1∂Cera　0． Kuntze

Dryopteris X Maァebarae Tagawa－

一　望－



◎116． クロミノイタチシダ

117． トウゴクシク

◎118． ムラサキべニシダ

◎119． メズランクマワラビ

◎120． シビイワへゴ

121． ヒメイクナシダ

1zz． ホウノカワシダ

123． ナガサキシダ

124． ナガノくノイタチシダ

135． オクマワラビ

186． ナ／カイイタチシダ

1之7． オオイタチシダ

1z8． イタチシダ

◎1z9． シピイタチシダ

130． ミゾシダ‘

◎131． ヒロバナライシダ

132． ホノバシケンダ

133． シケシダ

134． ハクモウイノデ

135． ゲジグジシダ

◎136． キェウシ′ユウイノデ

137． イ　ノ　デ

0138． サイゴクイノデ

139． イノデモドキ

1410． ジュウモ／ジ㌧′ク

◎141． サツマシダ

14．2． ハシゴング

14且　コバンゴシダ

DryGpterls ne13nOC3rpa Hayヨta

D． nipponensis Koidz

D． purpurella］：lagaⅥ唱

D． ra rlssina Kurata

D． ×　Snibi． saIlenSeS Kurata

D． saCrOSanGta Kol dz，

D． snikoklana C． CJlr．

Dryopて． eI． 1s Sleb01dii O． 壬：unも乙e

D． sparsa C． Kuntze

D． uni fornisIv物kinO

D． va。Tia O． Kunt乙e

D． va ria＿　0． KuntZe

Ver． nlkonensIs Kurata，CO皿b，　nOV．

D． varla O． Kunも乙e

Ver． SetOSa Ohwi

LeptOgTamma m0111sSina Ching

LepもOrumO上げa Slnc十Mlquell∂na

TagaでJa

Luna．七hyrlun Cc）nllll KuTa七a

L． JapOnic）um Kurata

L． pyCnOS●rum－　K01dZ

Phegopter s d＿eCurSive－Pinnata Fee

PolysticIluIn kiusiuense Tagawa

P． pOlyblepjユarum PresI

P． 。 pSelld0－1由kinoI Tagal町a

P． T3g8W∂nurII Kurata

P． trlpterOn Prese

TecもaTla Slnil Chlng

Theiypteris glanduligera MoOre

T．

ー54－
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ver． elatior Kurzjta COnb． nov．

※144． ヨコグラビメワラビ

14．5． ハリガネワラビ

14．6． ヤワシダ・

14t7． ヒメワラビ

◎14臥． ミ：′シ㌧ダモドキ

14，9． イ　ブキンダ

1屯　シシガンラ科

150． シシガンラ

151． 才オカグマ

15畠． コモチシ・ダ

※15乱　パテジョウカグマ

15． チャセ／シダ科’

154一． オオダニワダリ

155． トラノ．オンダ

15＆　ヌリト　ラノオ

157． ヒノキシダ

※158． コウザキンダ

※15且　コバノヒノ車シダ

1机． チャセソシダ

161． イヌチlYセ／シダ

162． ホウビング

163． アオガネシダ

16もクノしマシダ

⊂ニー165． トキワシダ

18　スノヒトツバ科

泳て166． スノヒトツノミ

1てI，’ノラポッ科． ・

167． イ　フヒトデ

（⊃1栂． アイイワヒトデ

T．

T．

rn⊥▼

tて1⊥°Ver．elegans

T．

T．．

ヨatteriiTagava

JaponicaCning

lax∂Cning

Ollgopnlebl∂DIling
Cnlng

OneiensisChing

SubocnもnodesCnlng

BlechTia Ce9e

Struthicpteris nipc、nica－Nakai

T00d＿WarClia Ja Onlca Sv．

W． orl eIlもali s Sw．

W． OrleIlta1i s S甘．．

Ver． formosa rla Bos．

AStleni＿3Cea e

∴sl二′1erl土tユn antlqulユn Makiri‘○

‾－　t

A．

． ・． t

A．

A．

A．

＿‥＿°

力°

A．

A．

A．

1IjCIsun Tbunb．

norlnal e Don

pr010ng8tun B00k‘

rltOenSe Bayata－

S日rClil　ヨ〇Ok．

Tricよ10Inane S L．

trlpteropus Nakal

ll工lila terヨ1e　工．8m．

Wilfordil・Meもも　ex－Kuヱ1n

Wrlgbtii EaもOn eX H00k．

Yosblne唱a（ヲ　h麺kino

C上1eiropleuriaceae

Crleiropleuria bicuspis Pr．

妄り1ypodi∂Ceae

C01ySis elllpもica Cning

C． X ki11Slana Kura．もa

－＿　‘‘． 「・－・



弾169． シ㌢／テノウラボシ

C－170． ヤリノホクリパラノ

171． タカノハウラホ．－ン

172． ミツデウラボシ

173． オオクボンダ

174．． マメズク

175． ヒメノキンノブ

176． ノキシノブ

1円． ツクシノキシノブ

178． ミヤマノキシノブ

C1179． イワヤナギブダ

180． サジラン

181． ヌカボンクリハラン

18乞． クリハラン

0183． ヒロノ、クリバラ／

01’84L了オネカズラ

185，ヒトツパ

18　シシラン科

※186． タキミシダ

187． シ′シテ／

0188． ナカミシノンラ／

C01y，ヨis sflinもenensis a． ItO

C． WriSntrii Cning

CryplrluS Engler⊥　Copel．

（∴　　　　　　nestaもus Ccpel

伽へd皿nitis Okub01Cbing

Le工nnaPよlyllum microphyl＿Lum Pr．

LepiE；OruS OnCjei Cning

L． Tnu－rlberglanlユS Chlng

l．‥　　　　　　　　　tOSa（〕nSi s R． 工もo

L．
uSStlTlenSi‘s cning Yer．

dlstans rTagawa

LoxOgramne　3811ci重． 0118　も貌kino

L． sazlran Tagawa

Microsoriun Buergerianum Uhing

NeocrLeircpteris ens3　∂　C拉　ng

N． ellSata Cnlng

forn． p18typhyll∂　TagaW8－

P01ypodlum niponicum Mett

Pyrrcsla Llnglla＿　Farwell

Vittariaceae

Antropnyun Gbovattはコ：EBk

Vitも∂ria flexuosa Fee

V． Fudz． 1工1．0ニi hbkl no．

一望3－



く五）考　　　察

＿援己の紫尾山シダ植物は，18科21属180種24変種4品種合計188に夜る。 各科別にあ

げると次のようである。

科　　　　　　　　　 目 属 梓 変 種 品 種 計

1 トクサ 科　　　　　 E q u i s e t a c e a e ‘1 1 1

2 l ヒ カ ゲノ カズ ラ科　 L y c o p o d i a c e a e
l
l 4 ‘乞 6

3 イ ワ ヒバ科　　　　 S e l a g i n e l l a c e a e 1 8 1 4

4 ハ ナ ワ ラ ビ科　　　 B o t r y c h i a c e a e 1 2 2

′　5 リ■ ウ ビ ン タイ科　 An g i o p t e r i d a c e a e 1 2 2

6 ゼ ン‥マイ科　　　　 O s m u n d a c e a e 2 2 2

7 カ ニ グサ科　　　　 L y g o d i a c e a e 1 1 1

8 ウ ラ ジ 口和　　　　 G l e i c h e n i a c e a e z 1 1 2

9
。 ケ ツノ ブ料　　 fIy m 。。。p h y l l a 。e a 。つ

5 6 1 T

1 0 ワ ラ ビ科　　　　　 P t e r i d a c e a e 9 2 1 4 1 2 6

1 1 シ ノ ブ科　　　　　　 D a v a l l i a c e a e 1
1 1

1

12 キ ジ ノオ シダ科　　 P l a g i o g y r i a c e a e 1 3 3

13 オ シ ダ科　　　　　 A s p i d i a c e a e 19 77 13 2 9乞

14 シ シガ シ ラ科　　　 B l e c h n a c e a e z 3 1 1 4

1 5 チ ャセ ン シダ科　　 A s p l e n i a c e ・a e 1 12 l 12

16 ス ジ ヒ トツバ科　　 C h e i r o p l c u r i i c e a e 1 1 1

17 ウ ラボ シ科　　　　 P o ’l y p o d i a c e a e 10 17 l l 1 19

18 シ シ ラン科　　　　 V i t t a r i a c e a e
； 2 1 3 ！

I
寸 一一 一 一

3

計 2　6
i
21
7
1 （泊 24 l 4 188

1－57－



I全国のシダの種数707の約27節鹿児島県シダの種数416の約45労

紫尾山按シダ植物の豊庫であれ　多イの珍らしいシダをその谷間に秘めてし1る。

生活型の統計

フロラの比較を単に種類数の上からのみでなく，シダの生活型に如何なる　のがあれ　それがど

のようを割合で変っているかをしらべてみた。

生 活塑　 区 分 1
種如 数

I
e d E r E t

！ R l
R t R l● †ヾI．

C h （地　 表） 5 6 4 9 7
l
7 8 3 7 4

H　 （半 地 中） 6 0 5 1 9 2 4 9 2 7 0

G　 （地　 中） 3 8 1 8 1 4－ 1 6 1 3 1 5 0

E　 （着　 生） 4 0 3 9 1 3 0 1 年 2 8 3 9 6

計 1 8 8 1 5 7 3 1 7 0 3 3 8 8 1 0

e　－常緑性，d一夏緑性

Er－岩上着生　Et一棟上着生

瑞　一根茎が長く細密するもの

R　一根茎横臥するもの　P。 －根茎直立する

軋　一不定芽を生ずるもの

この生活型の統計からみて常緑性レダが83影を占めている。 着生㌢ダ率を求めてみるとその濫

暖と湿度を或る程度表わす尺度になると思う。 着生シダ率2乞針，樹」二着生率7節

着生シダにはヒモラン，カタヒノミイワヒノちホソバコケシノブ，ツルホラゴケ，ハイホラゴケ，

シノブ，ヌリトラノオ，ヒノキシタ，チャセン㌢〆，ホクビシク17オガネシクこミツデウラボシ，

タカノハウラボシ，． マメツダ，オオクがシダ，ノキシノブ，ツクシノキシノブ，イワセナキシダ，

アオネカズラ，ヒトツノミシシラン，ナカミシシラン等である。

伊豆半島9．1％，伊豆七畠13，1男，八丈鳥17．7彩，三滑半島3膠，千乗頻8．6％，茨城県5．9

第を示す。

（六）あ　　と　が　　き

紫尾山の研究はまだ日が浅いので，陛係各位の御指導を姑われば辛Lへである。 なお本研究を発表

するにあたれ　東京大学倉巨自著先生，鹿児島大学省島住彦先生． 城戸正幸，山弔扶次の両先生に御

指導，助言を頂き探謝すると共（′ら　宮之城高校生物部負担君協力に御礼を申」二げる。

梅本研究は昭和39年度県理科協会主催の理科記銀展に出品し加窪補足したものである。

－58－
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田川基二

行方滑東

嶺慈静男

理科協会

千菓県生物学会

春　田　正　面

原色羊歯植物図鑑

シダの採集と培養

南限地帯に於けるブナ林

鹿児島の自然

北陸の棉物

日本シダの会会報

千葉県植物誌

鹿児島県羊歯種物研究目録

（紫尾山周辺）
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部・員　名　簿　（1965土D

顧問　前　田　正　義　薩摩郡宮之城町屋地108’2

〝　新　山　茂　久　　〟　宮之城町虎属馬場

名

一

　

志

健

　

徹

野

　

切

大

　

岩

市　来　公　正

原　田　勝　志

橋　口　寮　次

尾　辻　　　　誠

横　井　光　仁

久雷木　周　二

口

　

田

　

唐

　

山

　

担

板

　

前

　

播

　

新

　

本

安　伸

茂

　

ゆ

　

八

　

塀

秋

寺
子
ヱ
は

み
亘

薩摩郡鶴田町神子17　8　4番拙

〝　　宮之城町屋地15　93

（垂水薄＿上町1〔11番地j

〟　　宮之城町屋地17　8　6

〝　　宮之城町湯田19　0　6の1＿

〝　　宮之妹町平川3　89　0

〝　宮之城町虎居10　81

〝　　　　　　　　〝　　　　18　3　4．

永野町寺不

〝　宵之城町広瀬5　5　9（3

〝　　耐答院呵黒木8　9：3　4

⊥＿

〝　　薩摩町中津川3z　8　9

〝　　入来町副E針不町6　0　8　2

南口町柏原15　3　5

人天町滞之名14　9

一一　弼－
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あ　　と　　が　　き

以前からの計画であった部の紆閑話〝寒肺〝をことに発行できました。
．
姪

めから的難続きでしたが部員全員の協力があ少，無凄発行できました。

これは今までの研究，調査をまとめあげたものですが内容はともかく，〝

成し遂げた〝ということに大きな意義があるのだと思います。 これからはこ

の釦干り号を踏み台にしてもっと大きな飛躍を覆しとげてゆきたい。 こう思っ

ているわけです。

私たちはこの〝寒髄〝を通じて〝何か〝を会得していきたいと思うのです。

それが何でをろうとも。 レ一つ，どん貴所であろうとも。 （大野健一）

昭和39年（196‘も）度に発行の準備をすすめていたが，理科展に出品

した紫尾山のシダ種物予報を一緒にして掲載することにした為に，切角の発

行に際してはよカ弄実した内界にする必幕を感じ東京大学の倉田先生の御指

導を声て，紫馬山の注目すべきシダとしてまとめた。 又末採集のシダも将来

に採集砕実をものは追加する束にして，調査研究に時間を要し，今日に延び

た次第である。

「寒肺」を通して，「生物」に興味をもち，「紫尾山」に関心を持つ人々の

為によき伴侶となれば幸いである。 （M）

追記表音の「寒肺」は本校の金平先生カ，トは寺原先生の登による。

紫蘭愛好の態様へ

玉利連署〝寒蘭の栽培法〝． ￥乳50b

著者の過去50余年の研究，体験に基づLへて晶桂分類，性秋，栽培法，管

理．病芋虫等詳細に記されてあ少，耳鼻（カラーを含み）も避雷に入って居カ，

大hに参考になると思いますので紹介します。

発行所薩摩郡宮之城町2142

上宮山開香菌玉利達
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